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  3一共研一49   松代群発地震活動の時系列の統計的特徴
                        気象庁地震観測所細野耕司
 前回（2一共研一47）および前々回の共同研究（1一共研一54）では松代群発地震活動の時系列
データをフロッピーディスクに入力し，入力ミスを見つけるためにいく種類かの解析を行い，
データの完備に努めた．今回の共同研究では事象間隔の分布を調べてみた．
 地震回数が3，000個にたるように期間を区切り，その期問内の地震の発生間隔の分布図を作
成した．その結果，1965年8月から1966年9月までを48個の期問に分けることができた．も
し，地震が前後の地震と無関係にでたらめに発生しているとすると，発生時間間隔の度数分布
は片対数グラフ上で直線にたるはずであるが，ほとんどの期間で直線的た分布はせず，非
Poisson的た様子が見える．特に，活動開始から1966年の第1活動期には直線からのずれが大
きく，非Poisson的な傾向が強く，地震は相互に強く関連しあっていると思われる．しかし，
第2，第3の活動期のピークの期間では地震発生時間間隔の度数分布は片対数グラフ上でほぼ
直線どたり，相互の地震は無相関に発生していると思われる．つまり，第1活動期と，第2，第
